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別紙「計画書」 

 

世界で活躍する理系人材育成プロジェクト 

 

1. 目 的 

工学部・工学研究科では，海外研修必修化に向けて，教育カリキュラムの見直しを検討してい

る．その第一歩として，2018年 6月に，アメリカ合衆国のWisconsin大学 Madison校（以下，

UW-Madison）の College of Engineering と本学工学研究科とはMOUを締結し，工学研究科の

学生や教員の交流を促進することになった．2019年度から，学生交流の一環として，UW-Madison

の担当者と協議の結果，本学理系学生向けに「ものづくりとイノベーション」をテーマとした研

修プログラムを提供することとなった．UW-Madisonでは学生のイノベーション能力向上を支援

する環境や施設（図 1，写真 1）が整備されており，本学の学生が現地で研修することによって，

イノベーションの勢いを実感でき，知的好奇心を刺激されることが期待できる．図 2に示すよう

なスケジュールで 2～3 週間の研修期間を通して，語学のスキルアップだけでなく，ものづくり

やディスカッションの体験を通して，世界で活躍できる人材像の具体的なイメージが醸成され，

自身の将来像や目標を明確にするといった効果も期待される． 

現在，全学で提供されている語学研修とは異なる理系学生向けのプログラムとし，今回のプロ

グラム参加者は工学部に限定せず，理系学部を中心に全学的に募集する予定である．将来的には

工学部学士課程のカリキュラムに位置付ける予定である． 

 

2. 準備状況 

工学研究科長がリーダーシップをとり，６学科から国際経験豊富な教員各 1名を選出し，国際

交流プログラム作成WGを設置し，プログラムの詳細設計にあたっている．今後のスケジュール

は以下の通りである．研修費用はプログラム参加者の自己負担を原則とするが，工学部同窓会か

らの支援も依頼を検討している． 

 2019年 1月：研修プログラムの内容を学生に周知 

2019年 2-3月：プログラム参加者募集 

2019年 4月：プログラム参加者選抜 

2019年 5月：プログラム参加者決定 

2019年 9月：現地研修実施 
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図 1 Makerspace（メーカースペースは学生が実行するラピッドプロトタイピング施設で，精

密加工，バーチャルリアリティ，3D スキャニング，データビジュアライゼーションなどの設

備を備えた工学部の施設である．） 

 

写真 1 Discovery Building（キャンパスの中心に位置しているディスカバリービルディング

はコラボレーション，コミュニティ形成，および交流のために建設され，大学発イノベーショ

ンの中核となる施設である．） 
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図 2 Trend of Engineering（Big Data）のサンプルスケジュール（1週間） 
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3. 希望金額 

2,475千円 

 

4. 計 画 

プラグラム参加者 1人当たり 3週間の研修参加費用は， 約 52万円＋食費，渡航費となり，高

額であるため，渡航費の一部（10万円/人程度）の補助をおこないたい．また渡航までの事前準備

補助として，TOEFL等の受験料補助および，事前学習用の語学研修講師費用を申請したい． 

 

〈渡航費補助〉1,500千円：学生 15名×10万円（国際交流センター北米渡航費補助金額参考） 

〈事前準備補助〉375千円：学生延べ人数 15名×2.5万円（英語能力検定試験等受験料） 

〈事前準備補助〉600千円：12回×5万円（学内語学研修講師費用） 

 

5. 参 考 

「大学の世界展開力強化事業」に着手された中島義裕教授（経済学研究科）の協力を得て，事

前学習には COIL型授業の導入も検討したい． 

 

 

担当者 

所属名 工学部・工学研究科 

職氏名 研究科長 長﨑 健 

 

連絡先 

所属名 工学部・工学研究科 

職氏名 准教授 鍋島 美奈子 

内線 ２７１９ 

メールアドレス nabeshima@eng.osaka-cu.ac.jp 

 


